
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 ５月１４日（水）の５時間目に、帯広工業高校の岡本先生、塚田先生、環

境土木科３年生の生徒１０名が、豊成小学校のグラウンド設計に来ていただ

きました。 

 コロナ禍で一時実施が途切れていた学習ですが、昨年度より工業高校の先

生方のご指導を受けながら、６年生が高校生とともに体験する『帯広工業高

校生とのグラウンド設計学習』を再開しています。 

この取組は、異校種の先輩と共に学び、

専門的な技能に触れる機会を通して、少

し先の将来を考える「キャリアプランニ

ング能力」の育成を図ることを目的とし

ています。 

 この日のために、９日（金）午後と１４日（水）午前の２回にわたって、グ

ラウンド状況の下見や設計に必要な事前の測量を済ませ、準備を整えた上で当

日の学習を進めていただきました。高校生のお兄さん方の指示の基、６年生が

３８人ずつ横一列に並び、金づちを持って、前から順番に開閉開式の整列ポイ

ントのくぎを打っていきます。作業中も、子どもたちが怪我をしないように、

また、くぎを上手に打てるようにお兄さん方の前向きな言葉掛けやアドバイスが響きます。作業時間の大半は先

生方を介さず、高校生と６年生で取組が進んでいきました。教える側も教わる側も非常に頼もしく、安心して見

守ることができました。 

今回は、グラウンド設計の後、６年生からの質問を高校生のお兄さん方に答えていただく時間を設けていただ

きました。環境土木科の生徒のみなさん

が夢に向かって頑張っている姿を目の当

たりにできた子どもたちは、憧れの気持

ちをもってグラウンド設計に取り組み、

キャリアを形成する上でとても有意義な

時間を過ごすことができたようです。 
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